
第201号2020年1月15日（1）

富
士
山
（
連
合
通
信
）

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
の
東
京
地
評
へ
の

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
運
動
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
大
き
な
お
力
添

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
、
最
低
生
計
費
調
査
を
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
実
施

で
き
ま
し
た
。
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
全
国
一
律
最

賃
制
に
つ
な
げ
る
運
動
に
、
多
く
の
若
い
方
が
参
加
し
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
２０
国
民
春
闘
で
は
、
大
幅
賃
上
げ
、

調
査
を
活
か
し
た
賃
金
の
底
上
げ
、
労
働
時
間
短
縮
な
ど
切

実
な
要
求
を
前
進
さ
せ
、
格
差
を
な
く
し
人
間
ら
し
く
生
き

働
け
る
職
場
と
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

安
倍
政
権
が
、
憲
法
否
定
、
軍
拡
、
国
政
私
物
化
の
政
治

を
続
け
て
い
ま
す
。
財
界
大
企
業
が
最
優
先
、
国
民
に
は
消

費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、
教
育
大
改
悪
な
ど
、
犠
牲
押

し
つ
け
の
政
治
で
す
。
政
治
劣
化
を
押
し
進
め
た
安
倍
政
権

は
許
せ
ま
せ
ん
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
、
国
民
的
共
同
の
力

で
改
憲
発
議
を
や
め
さ
せ
、
今
年
こ
そ
安
倍
政
権
を
打
倒
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
都
知
事
選
の
年
で
す
。
都
政
を
都
民
の
手
に
取
り

戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。小
池
都
政
は
こ
の
３
年
半
、都
民
と
の

公
約
を
裏
切
り
、都
民
福
祉
・
医
療
を
後
退
さ
せ
、財
界
大
企

業
中
心
の
大
型
開
発
都
政
を
押
し
進
め
ま
し
た
。
築
地
市
場

を
危
険
な
豊
洲
に
移
転
、
横
田
基
地
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と
訓

練
黙
認
、
都
民
を
騒
音
に
さ
ら
す
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
推
進

な
ど
、
都
民
の
生
命
、
健
康
、
財
産
を
守
る
本
来
の
都
政
と

か
け
離
れ
た
悪
政
で
す
。
共
同
を
強
め
、
市
民
と
野
党
の
共

闘
、野
党
共
闘
で
都
民
が
主
人
公
の
都
政
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

東
京
地
評
は
、
単
産
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
組
織
を

拡
大
し
、
働
く
仲
間
の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
、
２
０
２
０
年

も
大
い
に
奮
闘
し
ま
す
。

共
同
、共
闘
の
力
で
国
政
、都
政
を
変
え
、

働
く
者
の
要
求
を
前
進
さ
せ
よ
う
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